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上標題の囃子語（はやしことば）を理解して何のときのことばだと理解する（シンヌウラふ

うでいう「ぐんにくる」）人も少なくなったろう。実はこれは雀追いのはやし立てる文句の一節

だ。「向井のスズメァー籾摘むスズメ、こどまァー（子供は）アト（後）からホーラッホッホ」  

昭和 30 年代初めごろから瀬々野浦の稲作早期栽培が広まるようになった。従来は早稲（わ

せ）と晩稲（おくて）の２種類で早稲は９月末から１０月中旬、晩稲は１０月中旬から１０月

下旬頃に収穫するというのがシンヌウラ稲作だ。ところが早期栽培になると８月中旬から下旬

に収穫して台風にあわない。昔は大きい台風はたいがい９月１０月に襲来している。このよう

なことから早期栽培に切り替わった。 

丁度、稲が開花してコメ粒に固まらない前は乳状の実となっている。この固まらない前の籾

をスズメが吸う（摘む）のだ。この時期が夏休みに入ったばかりの頃で向井に田があったので、

夏休み初め頃はスズメ追いに親から追い立てられていた。田んぼの脇のせまい空き地ムシロな

どで日よけになる小屋をつくり勉強もするのだと机がわりのリンゴ箱まですえつけた。最初の

うちは秘密基地めいて夏休みの友とノートやらを持ち込んではいたが１問でも解いただろう

か。スズメの群れが来ると先の声を出し鳴子を曳き時には石を投げてスズメを追い払おうとす

る。一度は逃げてもまたいつの間にか侵入してくる。見張りにあきて侵入を許すと大変だ。こ

んな時に限って遠山田の田見舞から帰ってきた父から大目玉をくらう。 

イタチゴッコならぬスズメゴッコ。 

そもそもスズメは人家近くに棲息する鳥だ。丁度スズメはツバメが人家に巣作りするように

人家に巣作りする。ツバメは人家の軒下や梁などの人目のつくところに巣作りして大事にされ

るが、スズメは屋根瓦と屋根板のすき間などに巣作りする。スズメの行動範囲は村近くの田ん

ぼしか侵入してない。遠田にはスズメおどしのキラキラテープを張るか、案山子（かかし）を

立てたぐらいでスズメ追いには行ってないと思う。 

とにもかくにも早くスズメ追いなんかしてるより海泳ぎに行きたくてスズメ追いがおろそか

になっていた。 

夏の常食といえば、コッパか麦飯、それが新米を収穫して炊き立てのご飯を鼻先にもっていっ

た時の新米の香りと味は至福口福の時であった。 

                               中村史傳 


